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今回、パンフレットを２部同封しました。

１部は保存用として良く読んで活用下さい！　もう一部は、組合にまだ加入していない方に必ずお渡し下さい。

全ての組合員が出来る、仲間増やしの行動です。

現在も多くの場所に常設させてもらってます。今回は「どけんドリームカード」との提携も併せて、新たに、

知り合いの店舗（材料屋・コンビニ・スタンド・床屋・等々）にパンフレットを置かせてくれるところを探して

下さい。　専用の台に１０冊ぐらい入れて置かせて下さい。連絡をお待ちしています。

総選挙の争点は、自民党は「景気対策」、民主党は「政権交代」といいますが、新の争点は、第一に「破たんした

構造改革政治からの転換」であり、第二は「アメリカ言いなり・改憲軍事大国化路線からの転換」にあります。

また、財政問題では、「消費税などの庶民に負担増を負わせるのか」「大企業・大資産家に応分の負担を求めるのか」

が最大の争点です。

自民・民主の「二大政党」は、これらの根本的な争点ではあまり違いがありません。「構造改革を止めるな」「日米

軍事同盟堅持と憲法『改正』」「財源は、大企業・大資産家負担増は、社会の活力をそぐから、消費税増税と国民一人

一人の負担で」という点で、表現の違いこそあれ、基本的には同じ立場です。

さらに、最近になって両党が持ち出してきた衆院比例定数削減問題は、民意をさらに反映しにくくなる最悪の反民

主主義的策動です。民主党がマニュフェストにかかげるという比例定数８０削減が行われれば、前回選

挙と同様の得票率で自民・民主の二党だけで全議席の９５％を独占するという、まさに財界いいなり

のファッショ的政治体制がつくられることとなり、断じて容認できません。私たちの要求もますま

す通りにくくなります。

私たちは、この選挙を「二大政党」の政権奪取ゲームというメディアの誘導にとらわれること

なく、どの政治勢力、どの政党が日本の正しいあり方を提案しているのか、また、私たちの切

実な要求前進のための力となるのか、しっかり見極め選挙に臨まなければなりません。

解散の目処は、現段階では麻生首相が7月7日～9日にサミット参加、帰国後の東京都議

会議員選挙（12日投開票）直後が有力。総選挙投票日は8月2日or　9日が有力。

賃金アンケート （６月の賃金） の取り組み
全組合員に配布します。各分会とも組織数の３０％以上の回収をお願いいたします。　回収は７月２３日（納入日）

までに組合事務所。間に合わないものは、７月中にお願い致します。

昨年に引き続き、提出用の封筒を支部独自で用意しました。他の方に見られたくない内容かもしれません。記入後、

封筒に入れて提出下さい（景気が悪い中、賃金が下がっている中、書きたくない気持ちかも知れませんが）。

このデータは、神奈川土建そしてその他の組合、そして全国で集約され、住宅メーカー・ゼネコン、そして各自治

体との要求交渉の時に大きな力となります。

みなさんのご協力をお願いいたします。



みなさんもご存じかと思いますが、法人（株式会社・有限会社・等）の会社は社会保険（「健康保険＋厚生年金」）

の加入が法的に義務となっています。

神奈川土建に加入している法人の会社では、全国一の給付水準に加えて、社会保険と比べて経費削減につながる

「建設国保」と「厚生年金」をセットにしていいる会社が増え、また問い合わせも増えています。

背景には、社会保険事務所や委託された会社から電話や文書が送られてきたりしています。また、社会保険労務士

や税理士から「社会保険に加入しないとダメですよ！」ぐらいな事を言われて「どうしたら良いですか？」という問

い合わせの電話も増えています。

もし、そんな話がありましたら組合事務所までご相談下さい。税理士や社労士の方と直接

お話しさせて頂いても構いません（それの方が話が早いかもしれません）。

一度、社会保険に加入してしまうと建設国保に切り替える事は出来ません。

また、社会保険に未加入の会社で、組合にも未加入の加入対象者がお知り合いでいました

ら是非声をかけて下さい。

組織が大きくなってきて、その力を「多く

の組合員に還元し実感してもらえるものは何

だろう？」と言うことをスタートにはじめた

厚生文化部主催のバスツアーも今回で第６回

目を迎えました。

組合員・そしてその家族も本当に楽しい１

日を過ごせたと思います。

決算書は右記の通りです。

支部として約６４万円を運動費として支出

しています。

2009 バスツアー収支

大人 137 4,000 544,000 バス 84,000 4 336,000
厚文部、バス責任者 7 2000 14000 ガイド 18,900 4 75,600
小学生 21 2,000 42,000 有料代① 19,550 2 39,100
幼児（食事つき） 4 2,000 8,000 有料代② 19,050 2 38,100
幼児 9 0 0 SL運賃 1,940 144 279,360
人数計 178 収入小計 608,000 ＳＬ運賃子ども 970 34 32,980

昼食 1,350 165 222,750
支部より(運動費) 642,730 昼食子ども 680 10 6,800

昼食フルーツ 210 178 37,380
添乗員費用 10,500 3 31,500
乗務員費用 2,100 8 16,800
保険 200 178 35,600
企画料 105 178 18,690
取扱手数料 315 178 56,070

昨年の支部より 834,578
昨年との差額 -191,848
単価（支出÷参加者数） 7026.573 お菓子/ 300 40 12,000

運転手謝礼 3,000 4 12,000

収入 支出

1,250,730

1,250,730

「住宅瑕疵担保履行法」が平成21年10月 1日施行されます。

この保険加入の手続きは必ず着工前の加入手続きが必要です

手続き等がわからない方など、不明な点、詳細は組合事務所までお問い合わせ下さい。お手伝いいたします。

旧・大和支部（小田急線・桜ヶ丘駅そば）の事務所で専属の書記局及び税理士を2名雇用し、本格的な業務体制をス

タートさせました。

法人の事業所・個人の事業所のさまざまな要望に対応できる体制が整いました。

現在、「税理士に払う報酬が高額で大変！」「信頼できるところへ頼みたい！」など是非一度組合事務所（担当・黒田

書記）までご相談下さい。

今回チラシを配布しました。７月を加入促進月間として取り組みます。

新しいパンフレット「どけんのど」も郵送しますので、絶対お得などけん火災共済へ是非加入するよう仲間に訴えて

下さい


